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日本環境感染学会、アドホック委員会 被災地における感染対策に関する検討委員会報告
大規模自然災害の被災地における感染制御マネージメントの手引きより引用

自然災害と感染症
2024/10/1
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日本環境感染学会、災害時感染制御検討委員会 編
大規模自然災害の被災地における感染制御支援マニュアル2021より引用、一部改変

避難所においてまず考慮する感染症

2024/10/1
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Disaster Infection Control Team (DICT)

日本環境感染学会が主体となって編成する災害時感染制御支援のためのチームで、

感染制御の実務経験者により編成される職能集団

活動目的：大規模災害被災地の避難所における集団感染症の制御

活動対象：大規模災害被災地における避難所と施設の生活者

災害対策基本法における災害の定義に準拠した状況において、大規模な住民の避

難、長期間の集団生活が必要となる状況を踏まえ、避難所が開設された際、当該施

設における集団感染の発生リスクを早期に把握するための活動、および避難所内

で発生する感染症の抑止や発生時の制御に資する活動、専門的助言を行う

2024/10/1
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日本環境感染学会、災害時感染制御検討委員会 編
大規模自然災害の被災地における感染制御支援マニュアル2021より引用、一部改変



主な災害 日本環境感染学会の動き

2011年 東日本大震災 小西敏郎理事長（当時）の指示で支援を開始

2012年 「被災地における感染対策に関する検討委員会（アドホック）」発足

2014年1月 大規模自然災害の被災地における感染制御マネージメントの手引き発刊

2015年 関東・東北豪雨 賀来満夫理事長（当時）の指示で現地との連携開始と視察

2016年 2月 「災害時感染制御検討委員会（常設）」発足 DICT発足

2016年 4月 熊本地震
迅速DICT出動、物資支援、自衛隊＆長崎大学病院および隣県大学病院ICTと連
携

2016年 8月 台風10号水害 岩手県岩泉町への物資支援

2017年 7月 「厚生労働省防災業務計画」に学会名とICTの派遣が記載された

2017年 7月 九州北部豪雨 情報収集と待機

2018年 6月 大阪北部地震 情報収集と待機

2018年 7月 西日本豪雨 情報収集と待機

2018年 9月 北海道胆振東部地震 道庁を通じて 厚真町、安平町、むかわ町に物資支援と視察

2019年6月 DICT活動要綱（2019）制定

2019年10月 「被災地域における感染症予防対策の専門家の派遣要請について（厚労省/事務連絡）」にDICTの名が記載

2019年11月 DICTキックオフ研修会/メンバー登録開始 166名登録

2020年 2月 クルーズ船対応 船内アセスメント、感染制御対応、物資支援

2020年 7月 熊本豪雨 情報収集と待機

2021年9月 大規模自然災害の被災地における感染制御支援マニュアル2021発刊

2022年1月 日向灘地震 情報収取と待機

2022年3月 福島沖地震 情報収集と待機

2022年10月 日本医師会JMATと協定締結

2024年1月 能登半島地震 1/3-2/19

日本環境感染学会・DICTの歩み2024/10/1 5
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日本環境感染症学会

災害時感染制御検討委員会

DICT

国立感染症研究所

FETP

疫学解析・アセスメント

国立国際医療研究センター

NCGM

感染対策支援

能登半島地震感染症対策支援・ワンチームで！

保健医療福祉調整本部

JMAT

DMAT、DHEAT、日本赤十字社など厚
生
労
働
省
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2024/1/3以降のDICT活動実績
(訪問避難所数）
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石川DICTS

(受援ICT)

日本環境感染症学会

災害時感染制御検討委員会

DICT

国立感染症研究所

FETP

国立国際医療研究センター

NCGM

能登半島地震感染症対策支援・石川DICTSへ移行

保健医療福祉調整本部

JMAT
DHEAT

保健所

DMAT、日本赤十字社など
厚
生
労
働
省
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日本環境感染学会・DICT研修会
DICT活動のロールモデル：熊本地震支援活動を振り返る
支援DICT（被災地に出動する場合）（担当：田代将人先生 30分）
支援DICT（被災地に出動する場合）（担当：加來浩器先生 30分）
受援DICT（被災地のDICT）（担当：川口辰哉先生 30分）
物資支援について（担当：菅原えりさ 先生 20分）

＜休憩＞

近い将来に想定されるDICT活動の実際について（1）（担当：櫻井滋
先生 30分）

近い将来に想定されるDICT活動の実際について（2）（40分）
行政（保健所）との連携（緒方剛先生） 10分
DMATとの連携(高山和郎先生) 10分
JMATとの連携（川村英樹先生） 10分
日本赤十字社との連携（古宮伸洋先生） 10分

DICT活動時の標準装備の紹介（担当：高橋幹夫先生 10分）

DICTアクティブメンバー（AM）登録までの手順（担当：小野寺直人先
生 10分）

DICT徽章（ワッペン）の交付〈正式登録確認者のみ〉

閉会
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DICTメンバーと企業チーム(2024年9月時点)

コアメンバー（災害時感染制御検討委員会委員 15名）
現メンバー 700名

(アクティブメンバー 358名）
仮メンバー（講習受講中） 79名
企業チーム： 15社
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日本環境感染学会、災害時感染制御検討委員会 編
大規模自然災害の被災地における感染制御支援マニュアル2021より引用、一部改変

日本環境感染学会DICTによる支援のイメージ
2024/10/1
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